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閖上地区⽇和⼭における清掃

2012年度 宮城ボランティア活動報告その１（2012年8⽉10-12⽇）

亡くなった⽅々への慰霊を込めて

昨年度に引き続き、今年度も宮城県名取市にある尚絅(しょうけい）
学院⼤学のご協⼒の下、2012年8⽉10⽇（⾦）から12⽇（⽇）の
⼆泊三⽇で宮城ボランティア活動に⾏って参りました。今回は、国
際学部の学⽣ばかり28名が参加しました。学⽣の内訳は、国際学科
16名（内ベトナム⼈留学⽣2名）、こども学科12名でした。また、
引率には、国際学部教授⽔⼝章、庄司真理⼦、櫛⽥久代、敬愛学園
⾼等学校職員⼋代潔紀の4名の教職員が当たりました。

被災地のためにささやかでも本学ができることを継続したいとの思
いを込めて、本学主催としては第2回目となる宮城ボランティア活
動では、次のような⼆つの目的を掲げました。

①昨年度の活動の継続
②亡くなった⽅々への慰霊

上記①の活動としては、名取市閖上（ゆりあげ）地区の元住⼈の⽅々が現在お住まいになっておられる愛島（めでしま）仮
設住宅において、昨年本学学⽣たちが造った「敬天愛⼈花壇」の再整備と愛島の⽅々との再会・交流が主な内容です。ま
た、②の活動としては、丁度お盆と重なる訪問となりましたので、閖上地区の⼼のよりどころである⽇和⼭（ひよりやま）
の清掃、約⼀千⼈がお亡くなりになった閖上地区の⽅々を弔うために8⽉11⽇閖上⼩学校で開催された⼆千本のろうそくに
⽕を点すキャンドルナイト（閖上中学校卒業⽣有志の任意団体である「閖上ルネッサンス2012」主催）の設営を⼿伝いまし
た。

活動そのものは11⽇と12⽇の2⽇間でしたが、まずは被災地の現状を知るために、尚絅学院⼤学の庄司則雄さまのご案内で
11⽇午前の時間を利⽤して、現在の閖上地区を訪問しました。⼀年前と違って、道路は整備され、津波で打ち上げられた船
の撤去や吹きさらし状態の建物の解体が進み、再居住を可能にするための住宅地のかさ上げ⼯事が始められつつありまし
た。⼀⾒すると、順調に復旧が進んでいるように⾒えます。また、被災の記憶を残し後世に伝えていくための活動も始まっ
ていました。14名の⽣徒が亡くなった閖上中学校前に「閖上の記憶」という施設が造られ、様々な資料とともに被災者が語
り部として災害を伝える活動をしていました。⼤地震が襲った時刻で⽌まったままの被災した中学校に建つ慰霊碑の前で、
学⽣達は、命の尊さならびに記憶を風化させないことの⼤切さを改めて実感させられていました。
（櫛⽥ 久代記）

国際学部だより

2012年度 宮城ボランティア活動報告その１（2012年8⽉10-1... http://www.u-keiai.ac.jp/international-news/20120813185844/...

1 / 2 2018/11/21 16:01



このページの先頭へ戻る

キャンドルナイトin 閖上2012、閖上⼩学校屋上から撮影

〒263-8588
千葉県千葉市稲⽑区⽳川1-5-21

プライバシーポリシー

サイトポリシー

⾳声読み上げソフトへの対応について

ご意⾒・ご感想

報道・広報について

教職員向けページ

⼤学基準適合認定
(公財)⼤学基準協会

Copyright©  Keiai University. All right reserved

ホームへ戻る このページの先頭へ戻る
国際学部だよりへ戻る

2012年度 宮城ボランティア活動報告その１（2012年8⽉10-1... http://www.u-keiai.ac.jp/international-news/20120813185844/...

2 / 2 2018/11/21 16:01



愛島仮設住宅集会所にて 全員で歌を合唱

清掃後の日和山 敬天愛人花壇の再整備作業

2012年度 宮城ボランティア活動報告その2（2012年8月10-12日）

被災地を、被災者のことを思って

8月11日、愛島仮設住宅に到着後昼食を済ませ、午後から本学学生達は３

グループに分かれて本格的な活動を始めました。個別の活動に入る前に、

全員が手分けして、愛島の方々へのご挨拶をかねて、千葉の銘菓「オラン

ダ家」さんの菓子をお届けしました。その後、Ｃグループは水口先生、八代

さんの指導の下屋外における花壇の再整備、Ａグループは尚絅学院大学

学生達のご協力で私とともに屋内の集会所における茶話会の主催、Ｂグ

ループが、本学庄司先生引率の下閖上小学校に先発隊として向かい、

「キャンドルナイトin閖上2012」の手伝いに行きました。最終的に、午後5時

には全員が閖上小学校で合流し、他大学の学生達と共にキャンドルへの

点火作業を行いました。暗くなると、「閖上」「祈り」の文字が浮かび上がり

ました。生き残った人々の弔意のこもったキャンドルナイトに参加でき、学

生達は静かに感動していました。ただ、時間の都合で、午後8時前には現場を離れざるをえず、後片付けまでお手伝いできなかったこと

は、とても残念でした。

12日朝は、前日に引き続き日和山の草抜きとゴミ拾いを行いました。その後、愛島に向かい、前日不在でお配りできなかった菓子の配付

の他、集会所における茶話会に全グループが参加しました。両日の茶話会とも、尚絅学院大学教授太田健児先生、同大学エクステン

ションセンターでボランティア活動の中心として活動しておられる庄司則雄さま、佐々木真理さま、さらに同大学学生達多数のご協力を賜

りました。集会所における茶話会は、実際には、尚絅学院大学ならびに本学の合同主催茶話会でもありました。そのため、学生達は元閖

上地区の住人の方々ならびに同世代の尚絅学院大学の学生達とも交流を重ねることができ、貴重な時間を過ごすことが出来ました。被

災地の復旧は確かに進んでいます。しかし、被災者の方々と言葉を重ねると、自ずと、心の内や生活再建の困難、生き残った者の哀しさ

やつらさに触れざるをえません。学生達はそれぞれ様々な思いを受けた取ったようでした。

実質的には１日半という短い期間でしたが、愛島仮設住宅における屋内外の活動、閖上小学校でのキャンドルナイト設営手伝い、また日

和山の清掃、いずれの活動も学生達は心をこめて、一所懸命やってくれました。約1年ぶりでしたが、住民の方々が千葉から来た敬愛大

生を覚えていてくださいました。普段は閑散としているという集会所が、活動した2日間は大盛況だったとのことです。昨年もお目にかかっ

た愛島の方々から、また会えたね、また来てくれて嬉しい、ありがとう、という言葉を何度も頂戴しました。愛島の方々にこうして私たちが

温かく迎えられたのは、昨年度の学生たちのおかげです。

帰路のバスの中で、学生達一人一人に今回のボランティア活動に参加した感想を一言述べたもらったところ、だれもが現地に行って学ぶ

ことの多さに圧倒されたとの感想と今後も被災者に寄り添うボランティア活動を続けたいとの抱負を述べていました。今年度も学外授業を

実施することが出来て本当に良かったです。「被災地のことを忘れない」とともに「継続すること」の大切さを改めてかみしめた2日間でし

た。

最後に、多くの方々のご支援・ご協力のおかげで、昨年に引き続き被災地においてボランティア活動を実施することができたこと、深く感

謝申し上げます。（櫛田 久代記）
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